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〔論文審査の要旨〕Summary of Dissertation Review 
 本論文は，都市計画的な開発行為や制限等が都市河川景観にいかなる影響を及ぼし，結果と
して人々にどのように評価されるか，相互の関連を「都市計画・物理評価・心理評価」を連携
する複合評価システムとして構想し，実現のための基礎的知見を得ようとするものである。 
 第１章では，研究背景と問題点，解決方策について，本論文で提案する複合評価システムの
構想と，その実現に向けて解決すべきいくつかの事項よりなる研究目的について述べている。
さらに，関連する様々な概念や定義，既往研究について詳述し，位置づけを明確にしている。 
 第２章では，韓国大邱市の新川を対象に，都市計画的な指標値として用途地域を，「物理評価」
として主要橋梁から撮影した河川景観写真から求める物理指標値を，「心理評価」として同じ河
川景観写真を提示して評価を求める被験者実験の結果を採用し，三者のデータの関連を検討し
ている。これにより，都市計画指標値と「物理評価」との関連を示すと共に，「物理指標→心理
評価 4因子→満足意識」の多階層予測モデルを提案し，システムの実現可能性を確認している。 
第３章では，「物理評価」が「心理評価」を大きく規定するものの，現況の写真に基づいて求
めたものであるため，建物や緑の配置など計画段階の二次元的なデータから，将来河川景観の
「物理評価」の予測を可能とすることを意図し，GISデータから作成される三次元都市空間の
CG 画像の代替可能性について検討している。具体的には太田川広島市内派川から抽出した実
際の河川景観写真から求めた「物理評価」と，同一の視点，視線方向，視野範囲の CG画像か
ら求めた「物理評価」を比較し，十分な一致がみられることを示している。 
さらに第４章では，「心理評価」における CG画像の有効性を検証するため，前章で用いた実
際の河川景観写真と CG画像それぞれを提示する被験者実験を実施し，「心理評価」の結果を比
較している。その結果，評価傾向や評価構造，さらには「物理評価」と「心理評価」との関連
においても，両者に共通した傾向がみられることを確認し，CG 画像から「物理評価」の予測
が困難な場合も，「心理評価」を直接求める可能性について言及している。 
第５章では，第３章と第４章で求めた，太田川の河川景観写真とそれに対応する CG画像の
「物理評価」と「心理評価」のデータについて，第２章で提案した多階層予測モデルを改めて
適用し，3 種のデータの異同を詳細に検討することにより，広く一般の都市河川に，本論文で
構想する複合評価システムを適用することの可否について検討している。 
最後に第６章では得られた成果をまとめて結論とし，今後の展望について示している。 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格があるもの
と認められる。 
 
